
　

こ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、
泉
州
エ
リ

ア
が
長
年
抱
え
る
問
題
が
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
は
、
大
阪
市
内
で
食
さ
れ
て
い
る
鮮
魚
や

農
産
物
の
大
部
分
を
担
う
魅
力
的
な
素
材

が
あ
り
な
が
ら
、
そ
し
て
西
日
本
の
玄
関
口

で
あ
る
「
関
西
国
際
空
港
」
が
あ
り
な
が
ら

も
、
国
内
外
の
観
光
客
は
近
隣
都
市
、
他
府

県
に
流
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
。
そ
こ
で

２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博
を
見
据
え
、
美
食

の
街
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
。
食
を
通
し
て
地
域

活
性
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。
指
揮
を
執
る
の

は
「
大
阪
調
理
師
製
菓
専
門
学
校
」（
泉
大
津

市
）
を
は
じ
め
東
西
４
つ
の
調
理
師
専
門
学

校
を
運
営
す
る
、
学
校
法
人
村
川
学
園
。
こ

れ
ま
で
市
町
ご
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

活
性
を
、
同
校
を
拠
点
に
す
る
こ
と
で
各
市

町
や
生
産
者
、こ
れ
ま
で
村
川
学
園
が
関
わ
っ

て
き
た
プ
ロ
の
料
理
人
、
学
園
の
学
生
、
観

光
を
結
び
つ
け
、
泉
州
の
認
知
向
上
を
め
ざ

す
。キ

ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
冒
頭
に
お
い
て
村

川
学
園
学
校
長
の
村
川
秀
夫
氏
は
「
産
官
学

が
強
固
な
連
携
の
も
と
地
域
活
性
を
め
ざ
し
、

多
く
の
方
の
情
熱
で
食
の
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
挨
拶
。
ま
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
で
あ
る
岸
和
田
市
長
の
永
野
耕
平
氏

は
「
大
阪
万
博
を
契
機
に
、
泉
州
が
変
わ
る

楽
し
い
取
り
組
み
に
し
た
い
」
と
話
し
、
共

同
宣
言
調
印
を
締
結
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
。
ま
た
阪
南
市
出
身
の
お
笑
い
芸
人

で
飲
食
店
経
営
者
で
あ
る
た
む
ら
け
ん
じ
氏

を
迎
え
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
泉
州
の
食

の
思
い
出
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
今
回
用
意
さ
れ
た
最
大
の
注
目
の
催

し
が
、
泉
州
素
材
で
作
る
有
名
シ
ェ
フ
監
修
の

料
理
や
菓
子
の
試
食
会
だ
。
迎
え
ら
れ
た
の
は

「
日
本
料
理 N

AKAM
URA KO

UM
EI

」
の
中

村
孝
明
氏
、「
広
東
明
菜
赤
坂
璃
宮
」
の
譚
彦

彬
氏
、「M

aison Tateru Yoshino

」
の
𠮷
野

建
氏
、「IN

FIN
I

」の
金
井
史
章
氏
、「Ristorante 

Carm
ine

」
の
カ
ル
ミ
ネ
・
コ
ッ
ツ
ォ
リ
ー
ノ

氏
と
、
こ
れ
ま
で
村
川
学
園
の
授
業
を
監
修

す
る
な
ど
、
繋
が
り
の
深
い
錚
々
た
る
面
々
。

９
市
４
町
そ
れ
ぞ
れ
が
、
提
供
し
た
特
産
品

を
活
か
し
な
が
ら
、
村
川
学
園
の
講
師
陣
・

生
徒
と
共
に
調
理
し
た
全
25
品
を
提
供
。
本

格
的
な
和
洋
中
、
菓
子
に
仕
立
て
ら
れ
た
料

理
は
、
今
回
紹
介
し
た
料
理
の
ほ
か
、
泉
州

産
ワ
カ
メ
と
ア
ボ
カ
ド
を
ヴ
ィ
ネ
グ
レ
ッ
ト

で
和
え
た
ネ
バ
ト
ロ
食
感
の
「
ワ
カ
メ
と
エ

ビ
の
サ
ラ
ダ
」
や
地
元
で
は
和
だ
し
で
炊
い

て
食
べ
ら
れ
る
大
阪
泉
州
ふ
き
を
シ
ロ
ッ
プ

で
炊
き
、
フ
ル
ー
ツ
と
合
わ
せ
て
香
り
爽
や

か
な
マ
チ
ェ
ド
ニ
ア
に
し
た
「
春
ふ
き
と
フ

ル
ー
ツ
の
カ
ク
テ
ル
」
な
ど
、
驚
き
と
発
見

が
多
数
あ
り
、
素
材
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
た
。

　

今
後
、
村
川
学
園
で
は
学
校
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
地
元
素
材
を
使
っ
た
料
理
の
開

発
や
生
産
者
か
ら
直
接
食
材
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
増
や
し
泉
州
エ
リ
ア
の
食
を
支
え
る

人
材
を
育
成
・
輩
出
す
る
。「
ま
ず
は
大
阪
万

博
を
一
つ
の
ゴ
ー
ル
に
見
据
え
、
こ
の
取
り

組
み
を
続
け
た
い
」
と
村
川
氏
。
最
終
的
に

は
産
官
学
協
力
の
も
と
、地
域
活
性
し「
泉
州
」

の
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
い
意
向
だ
。

1 貝塚市の「泉州水なす」はみずみずしく、フレッ
シュで食べても美味。 2 自然豊かな岬町で獲れた

「イノシシ肉」は低カロリー高タンパクで脂の甘さ
が特徴。 3 古くから大阪湾で漁獲されてきた泉佐
野市の「ワタリガニ」は小さいながら旨味が凝縮す
る。 4 酸味や甘み、旨みのバランスにこだわった
堺市の「トマト」。 5 和歌山県にほど近く温暖な気
候の泉南市の「甘夏」は春〜初夏が旬。この他、熊
取町の「大阪泉州ふき」や和泉市の「イチゴ」、田
尻町の「カキ」、忠岡町の「若ゴボウ」、岸和田市の「泉
州菊菜」、泉大津市の「黒米」などが使われた。
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1 学校法人村川学園校長・村川秀夫氏（右）と岸和田市長・永
野耕平氏（左）。飲食関係者やプレス関係者が観覧した。 2 大
阪調理製菓専門学校内に、新設した「 Restaurant Y（レス
トラン イグレック）」では来阪した𠮷野氏、中村氏、譚氏、金
井氏による料理が振る舞われた。3 シェフとのトークセッショ
ンにおいて水ナスの生産者・川崎貴彦さんは「地元の料理人に
提案できる水ナスの料理を教えて欲しい。より地元での消費
を広げたい」と話し、中村孝明氏からは「素晴らしい考え。ご
ま油をひいて鷹の爪を熱し、ナスを炊くと美味しい」という
アドバイスが。 4 各市長・町長、大阪観光局長が集い、共同宣
言調印式が行われた。 5 試食会の様子。
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3

4

5 2

泉州を
代表する

素材

m e n u

カルミネ・コッツォ
リーノ氏監修の一
品。スモークした
カジキマグロとルッ
コ ラ の 辛 味 に、 泉
南市産の甘夏のみず
みずしさと酸味をプ
ラス。この他田尻町
で揚がった泉タコと
ジャガイモのサラダ
なども登場。

m e n u

大根餅をイメージ
し、堺市産の「上神
谷 米（に わ だ に ま
い）」を粉にしてから
蒸した生地に海老の
旨味を加え、成形せ
ずにカップに流して
蒸した蒸し物の他、

「今回は食べなれな
い仕立てを意識し
た」と譚氏。

m e n u

香りを楽しむスイー
ツを手がける金井氏
監修。フランス伝統
焼き菓子カヌレに和
泉市の養蜂家より仕
入れた「蜂蜜」を加
え、香りにこだわり
ぬいた。その他、阪
南市の清酒を用いた
フォンダンショコラ
なども登場。

イノシシ肉の赤ワイン煮込み

m e n u

𠮷野氏の代名詞とも言え
るジビエ料理。岬町で獲
れたイノシシを煮込
み、ブルーベリーを仕上
げに加えた。この他、イ
ノシシロースのカツレツ
も提供。「初めて作った
が、いいアイデアだっ
た」と自己評価した。

m e n u

地元では漬物または生で
食べる泉州水なす。それ
を素揚げし鶏のスープを
煮含ませ、同様に調理し
たパンと合わせてコクを
加えた一品など、定番の
料理の他、中村氏らしい
アイデア豊かな料理が提
供された。

1

3

2

45

泉州美食EXPOが開幕
大阪府の南部に位置し、９市４町からなる「泉州」エリアは、大阪市近郊に位置しながら山海の

資源豊かな土地として知られる。そんな泉州エリアを美食の街にしようと、同エリアの産・官・学が手を組んだ
プロジェクトが始動。去る4 月 2 日に大阪調理製菓専門学校にてキックオフイベントが行われた。

S E N S H U  E V E N T  R E P O R T

大阪調理製菓専門学校を舞台に大阪・泉州を美食の街に

産
官
学
が
一
堂
に
集
結

有
名
シ
ェ
フ
が
名
産
品
を
調
理

泉州水なすとパンのスープ他

カジキマグロのスモーク ルッコラと甘夏のサラダ上神谷米の米粉と大根の蒸し物他蜂蜜とジンジャーのカヌレ


